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 岩盤斜面崩壊に関する既往文献から，火砕岩や付加体といった崩壊岩体の地質の違いに留意しつつ，岩

盤斜面崩壊の素因・誘因の抽出を行った．その結果に基づき，崩壊に至る進行性要素に注目し，崩壊要因

を踏まえた安定性評価上の点検時の着目点について整理した．また，収集した既往崩壊事例の内詳細な調

査資料があるものについて，崩壊の運動形態だけではなく崩壊要因も考慮した崩壊形態のモデル化を行い，

不連続面構造等を表した斜面の三次元模式図に，資料等から推定される崩壊の主因，伏在要因，トリガー

等を附記した崩壊形態模式図としてとりまとめた． 
 
     Key Words : Rock slope failure,Cause of collapse,Case Study,Check point,Collapse form,Modeling 

 
 
 
 
1. はじめに 

 
 岩盤斜面の安定性評価を行うに当たっては，どの箇所

で，どのような崩壊形態で崩壊が発生するかを適切に想

定する必要がある．その際に，地形・地質条件が類似し

た周辺地域における崩壊発生履歴を調べ，起こりえる崩

壊形態と原因を漏れなく把握しておくことが重要である． 
 本研究においては，岩盤斜面崩壊に関する文献を収集

し，崩壊の素因・誘因を全て抽出し，斜面を構成する地

質の違いや，崩壊形態の違いに留意した上で，斜面調査

時の着目点の整理を行った．収集事例の内，詳細な調査

資料のある54事例1)~21)については，北海道開発局22)に基

づき，滑動型（平面すべりa~c，くさびすべりa,b，円弧

すべりa~d，複合すべりa~d），崩落型a~e，転倒型a~e，
座屈型a,bといった崩壊タイプに区分し，崩壊の素因や

誘因を記載するとともに，崩壊の発生形態が読み取れる

模式図の作成を試みた． 
 
2. 岩盤斜面の安定性評価上の着目点 

 
土木学会23)では素因･誘因について，最終的には岩盤

崩壊を引き起こすと考えられる要因について，「斜面へ

の作用力」とその結果として「生成される崩壊要因（現

象）」に区分している．本稿では，素因的要素と不安定

化を促進するような進行要素とに分け，不安定化進行に

伴って現れると考えられる前兆的現象についても整理し，

着目点として，地形，地質，亀裂，地下水，人為的な要

素，気象，前兆的現象の7項目にとりまとめた．  
 
(1) 地形 

a)出尾根 

 出尾根は北陽8)及びえりも9)で報告があるが，増毛20)も

出尾根状である．前者は斜面クリープの発生の意味で重

要である．後者は近傍が崩壊した落ち残りとして出尾根

となっている部分であり，その原因把握が重要となる． 
b)脚部形状 

・オーバーハング（OH）：火砕岩の崩落において重要

な素因となっており，OHが無い状態で生じた崩落は平

面すべりやくさびすべりに近いか，脚部が座屈のように

せん断された場合に限られ，5例確認された．タフォニ

（蜂の巣状の集団小孔）が発達する砂岩や凝灰岩の急崖

では，穴の上部が小さなオーバーハング形状となること

から，崩壊規模としては全般に小さなものとなる． 
 転倒においても重要な着目点であり，地震時以外のほ

とんどがOHを伴う．座屈では3例中1例がOHを伴う． 
・脚部浸食進行：崩落a,b,cのほとんどで認められる．崩

落ｅでは報告は半数以下である．滑動型，転倒，座屈に

おいても認められるが，記載のない場合の方が多い．斜

面の不安定化の要素として普遍的であるが，必須ではな

い点に留意すべきである．OHを生じる岩体は，下位に

相対的に弱い層があることがほとんどだが，盃の崩壊21)

にみられるような下位が亀裂に富む場合にも発生する． 



 

 

c)波食 

 OHの成因となる営力として知られているが，この点

を明確にしている報告は少ない．脚部の浸食原因として

波食以外に河川浸食がある． 
 

(2) 地質 

a)素因的要因 

・崩壊岩体岩種：北海道日本海沿岸における大規模岩盤

崩落検討委員会報告書21)から多くの事例を引いた関係か

ら火砕岩が圧倒的に多く，火砕岩33，溶岩･貫入岩12，
付加体6，溶結凝灰岩1，圧砕岩1，先白亜紀火山岩1（濃

飛流紋岩類）の構成である．崩壊岩体の岩種は亀裂頻度

と崩壊規模の関係については既往文献等21)でも議論され

ている．亀裂頻度の不均質性（いわゆる落ち残りや塊状

部の存在）にも着目する必要がある． 
 滑動型を生じる岩種は付加体が多いが，火砕岩では崩

落に近い形態で生じている．崩落は全て火砕岩及び溶岩

で生じており，転倒は溶岩と火砕岩が同程度，座屈は火

砕岩及び溶結凝灰岩で生じている． 
・脚部岩体岩種：崩落斜面では崩壊岩体と脚部岩体とで

種類が異なる場合がある．脚部岩体岩種は転倒及び座屈

の形態で特に重要であり，岩盤強度や風化劣化の進行と

併せて評価が必要である． 
・岩盤強度：崩落，転倒及び座屈では脚部の岩盤強度が

崩壊を左右する要素となる場合がある．膨潤性鉱物によ

る急速な劣化等による岩盤の風化･劣化の進行を考慮し

た評価が必要である．崩壊を再現したシミュレーション

から逆算された岩盤強度はコア等から実測された強度よ

りも小さい場合があることが知られている．シミュレー

ションの活用により岩盤強度と崩壊との関連性を想定す

ることが期待される． 
b)進行要素 

・風化･劣化の進行：この点に関する評価結果は天城岩3)

や第二白糸トンネル(T)5)があり，忍路7)においても指摘

がある．座屈や崩落において分離面との関係性から支配

的な要素となっているが，これらに関しては今後の解明

が待たれる． 
 付加体における滑動型の崩壊でも岩体内部の風化・劣

化はすべり面の形成において必須の要素である． 
c)地質構造 

・基部の脆弱層：崩落の多くの事例で報告がある． 
・キャップロック構造：付加体におけるトップリングク

リープからすべり破壊を生じる斜面において報告がある

（北陽8)，ナンノ崩壊12)，猿なぎ18)）．火砕岩では溶岩の

キャップロック構造が多数認められるが，川下6), 24)で崩

壊形態に結びつけた評価もされている．キャップロック

構造は地すべりにおける素因としてよく知られているが，

岩盤崩壊においても評価していく必要がある． 

 
(3) 亀裂 

a)素因的要因 

・非構造性の亀裂：シーティング等の非構造性亀裂が分

布する場合には，伸張･連結することで分離岩体の不安

定化が進行していく点について評価することが求められ

る．現状では斜面内部におけるこれらの発生を合理的に

評価する方法はないが，表層の観察や周辺の類似箇所に

見られる既往崩壊跡の調査から可能な範囲で存在の可能

性を検討しておく必要があり，点検調査において着目す

べき課題である． 
・断層･構造性節理：ほぼ全ての事例において分離岩体

の形成に関連しているが，忍路7)は関連していない可能

性があり，初生的な崩壊を想定する必要がある．これら

の断層や亀裂は分離岩体規模の規制や強度低下等により

崩壊をコントロールすると考えられる．滑動型において

もすべり面の多くは層理等の構造性の亀裂に起因してい

る． 
・潜在的な亀裂状構造の分布：非構造性亀裂の発生や岩

盤のせん断方向に関連して重要な要素である．これらに

は堆積構造や堆積岩（火砕岩）における固結度の違い，

変質度の違い等様々なものがある．分離岩体の形成がこ

れらの構造に規制される可能性が考えられる場合には評

価が必要である． 
b)進行要素 

・亀裂の伸張･連結：崩落（特にａ及びｅ）においては

既存の亀裂の風化劣化のみでは説明できない現象が多く

認められ，非構造性の亀裂の発生やせん断に伴う亀裂の

連結が生じていると考えられる．滑動型の崩壊でも付加

体内部の亀裂の連結によりすべり面が形成されることが

報告されている． 
・亀裂の風化･劣化：火砕岩に多い崩落では背面の亀裂

が最終的な崩壊を生じた原因になっている場合が非常に

多い．最終段階で破壊した位置が，転倒や座屈では背面

と下面の数がほぼ同じ程度であった．滑動型では便宜的

にすべり面＝下面が最終崩壊位置とした． 
亀裂の強度は間隙水圧の影響も受ける．また，亀裂の

挟在物が劣化しやすい鉱物である場合は亀裂の強度低下

の原因ともなるため，挟在物の性状も重要な要素となる． 
c)亀裂構造 

・流れ盤：滑動型の崩壊ではほとんどの事例で流れ盤が

分布する．崩落でもａ及びｅにおいて流れ盤の分布が崩

壊に関与しており，脚部における流れ盤の存在で崩壊の

有無が決定されている． 
・白色脈･粘土挟在：付加体の崩壊において，最終的な

崩壊面（すべり面）がこれらを挟在する亀裂であること

がえりも9)において報告されている． 
 



 

 

図-1 火砕岩構成斜面における着目点と前兆現象発現箇所
（日外ほか(2008)25)に加筆） 

図-2 付加体構成斜面における着目点と前兆現象発現箇所

落石等 変状

東北線浅虫 流紋岩質凝灰岩 約1ヶ月前の台風による豪雨でクラック発生 火山岩 30日

飯山線高場山 第三紀層：泥岩 前年4月以降のトンネル変状 正常堆積物 300日

武甲山 秩父帯：輝緑凝灰岩,石灰岩 前年7月以降亀裂拡大,7日前から落石 付加体堆積物 7日 450日

高徳線白鳥･引田間 和泉層群：砂岩・頁岩 約2年前にクラック確認 正常堆積物 　 730日

真名川原石山 手取層群：砂岩,礫岩,頁岩 1973年9月以降小崩壊が頻発 正常堆積物 168日

〃 手取層群：砂岩,礫岩,頁岩 2月18日の崩壊直後にクラック確認 正常堆積物 　 215日

福知 中生代：火山岩主体 2時間前の小崩壊,2～3日前にクラック確認 火山岩 2時間 2日

R33 柳谷 秩父帯：砂岩,粘板岩 約3ヶ月前にクラック確認,7月1日小崩壊 付加体堆積物 19日

R305 越前岬 火山砕屑岩 約1時間前から小落石頻繁に発生 火砕岩 1時間

R327 小八重 四万十帯：頁岩 4月20日クラック確認 付加体堆積物 　 41日

R158 猿なぎ 粘板岩,チャート 5日前から落石が頻繁に発生 付加体堆積物 5日

R231 太島内 火山角礫岩 南西沖地震（1993.7.12）直後に落石あり 火砕岩 48日

R229 豊浜 安山岩質水冷破砕岩 約30分前にトンネル天端から砂が落下 火砕岩 30分

R229 第二白糸 安山岩質水冷破砕岩 巻きだし部覆道上に落石 火砕岩 115日

R230 第二白糸 安山岩質水冷破砕岩 断続的な落石と変状が継続 火砕岩 3日 1日

R333 北陽 日高変成岩類 法面の変状が12年前と7年前に発生 付加体堆積物 　 7-12年前

R336 えりも町 中生代ジュラ紀～白亜紀仁頃層群 前日から当日に小崩壊発生 付加体堆積物 39-11時間 　

前兆現象発生時期
名　称 地　質　名 前　兆　現　象 地質

表-1 既往岩盤崩壊における前兆的現象の内容と発生時期(4) 地下水（進行要素） 

・間隙水圧：滑動型のすべりではすべり面強度を低下さ

せる要素として重要であり，キャップロック構造のよう

な地下水を大量に呼び込む構造では，崩壊発生時には極

端に不安定な状況が発生していたとされる． 
火砕岩では豊浜Ｔ4)において結氷による閉塞で間隙水

圧の上昇→亀裂の伸展もしくは劣化が崩壊の最終段階で

生じた可能性が指摘されている．同様な現象が道内おけ

る火砕岩最大規模の崩壊である雄冬岬Ｔ2)において発生

した可能性が指摘されている．この現象はトンネル掘削

に伴う地下水水理環境の変化が関与した可能性がある． 
・凍結･融解現象：凍結融解は寒冷な北海道では進行要

素として指摘される場合が多いが，直接の崩壊の引き金

となった報告はない．岩盤が凍結する深度は全般に浅く，

崩壊の分離面が生じた深度で凍結融解が発生していた可

能性は，開口亀裂等の影響を想定する必要がある． 
・湧水：湧水に伴う岩盤の劣化や亀裂への影響が火砕岩

の複数の事例で指摘されている．この影響が明確に示さ

れた事例は溶結凝灰岩からなる天城岩3)であり，豊富な

湧水が岩体脚部の強度低下をもたらしたことが示されて

いる．湧水は冬季に出口が閉塞されることで，背面の間

隙水圧の上昇をもたらすことが指摘されており，結氷の

分布と崩壊の関係についても評価が必要である． 
・雨水浸透：降雨が崩壊と関連することは付加体の北陽
8)や転倒型の大西山13)，越前海岸17) で知られている． 
 

(5) 人為的な要素 

・トンネル掘削：関連が指摘されているもしくは脚部に

トンネルが分布した事例は火砕岩における雄冬岬Ｔ2)と

豊浜Ｔ4)がある．トンネルの影響は掘削による応力変化

や地下水環境の変化がある． 
・切土：滑動型の崩壊である北陽8)，えりも9)，真名川ダ

ム15)，上北山19)は切土法面で崩壊が発生している．トッ

プリングクリープによる崩壊は河川の攻撃斜面等のよう

な脚部の応力解放が関与することが指摘されており，付

加体における滑動型の崩壊では留意すべきである． 
 

(6) 気象 

・豪雨：付加体における滑動型崩壊との関連性が3つの

事例で指摘されている．地すべりに近いような滑動型の

崩壊は豪雨により生じる可能性が高い． 
・融雪：融雪も地すべりとの関連性が多数報告されてい

るが，収集事例では天城岩3)と真名川ダム15)が該当した． 
・地震：付加体における大規模崩壊は歴史地震との関連

性が深い．崩落では3例が地震により発生したとされ，

最終的な崩壊位置は背面が想定されている．転倒では6
例が地震により発生したとされる．これらの最終的な破

壊位置は背面と底面とがある． 

 

(7) 前兆的現象 

 最も報告が多いのは落石の発生であり，崩壊形態によ

らず付加体及び火砕岩の各岩種で報告がある．落石につ

いては発生時期，発生位置に着目して整理する必要があ

る．文献等から前兆的現象とみられる事例について，前

兆現象と崩壊発生時期について表-1に整理した．越前海

岸17)における亀裂の開口，豊浜Ｔ4)における頭部亀裂発

生（推定）及びトンネル覆工の亀裂，北陽8)及びえりも9)

における地質構造の変化（クリープ現象）が前兆的現象

として捉えられている． 
また，着目点及び前兆的現象発現箇所について，火砕

岩，付加体という地質別に図-1，図-2に例示した． 
 



 

 

3. 岩盤斜面崩壊の模式化 

 
 各崩壊形態は北海道開発局23）において断面図に示さ

れているが，個々の崩壊事例について三次元的なイメー

ジを模式的に示すことで，崩壊形態毎の類似性や多様性

が明らかとなることが期待される．前章では斜面に対し

て複合的に作用し崩壊を引き起こす要因の存在有無を確

認する為の着目点を整理したが，これら着目点を点検調

査する場合には，崩壊形態を検討する必要があるが，模

式化された崩壊事例を活用し，対象斜面を類似する既往

崩壊事例に当てはめることが有効であると考えられる． 
 詳細な調査資料のある54事例から崩壊形態毎に代表的

な事例を抜き出し，図-3に示す凡例に従い，崩壊形態を

単純化した崩壊形態模式図（図-4）を作成した． 
・滑動型：平面すべりa（太島内B21)），平面すべりb

（大天狗21)），くさびすべりa（刀掛B21)），複

合すべりa（えりも9)），複合すべりc（北陽8)） 
・転倒型：転倒c（刀掛A21)），転倒d（鷹ノ巣A21)），

転倒e（越前海岸17)） 
・座屈型：座屈a（大崩海岸14)） 
・崩落型：崩落a（盃21)），崩落b（滝の沢A21)），崩落

c（川下6), 24)），崩落e（茂津多B21)） 
 モデル化に当たっての留意点を以下に記す． 
・斜面側面の拘束状態により拘束／非拘束を区分 
・分離岩体を形成する分離面の区分 
       主     因  ：当初より明瞭なもの（黒斜線部） 

伏在要因：崩壊の最終段階で生じたせん断もしく

は分離面（赤斜線部） 
文献等に記載はないが分離面の存在が

想定される部分（白抜き部） 
・切土法面やトンネル等を図示 
・滑動方向は想定されるものを図示 
・記載のある分離面の傾斜を図示 
・OHは記載がない場合でも想定される場合には図示 

 防災の観点から崩壊の発生を評価する上で，崩壊の最

終段階において決定的な役割をする部分は特に重要であ

る．模式図において伏在要因とした部分がこれに該当す

る部分であり，事前評価では次のように考えられる． 
   主    因 ＝崩壊機構を形成する要素となっており，明

瞭に評価可能 
 伏在要因＝主因と同様に機能したと想定されるが，詳

細な評価が困難 
 図-4に記載した「崩壊状況」は，崩壊形態を主要な着

目点を含めて具体的に示している．「トリガー」は，崩

壊が発生する直前に生じたと想定される現象について抽

出しており，亀裂面の強度低下等のように通常は素因的

な要素として評価されている内容も含んでいる．伏在要

因とトリガーは現時点では明確に確認されていない内容

も含んでいるが，模式図に示される斜面が崩壊した課程

を理解する上で有効であると考える．これらは，調査点

検において具体的に評価する内容を検討する場合に参考

となることが期待される． 
 対象となっている斜面が模式化された既往崩壊のいず

れかに該当する場合には，すでに既往の点検項目として

評価されている内容について，それらが最終段階で分離

岩体を形成もしくは崩壊させる働きをするかどうかを評

価する上で参考にすることが可能である． 
 現状では，崩壊がなぜその時点で発生したのかについ

て，多くの場合に不明な点が少なからず存在している．

その内容を曖昧なままにせずに課題として明確化するこ

とで，今後に解決する可能性につなげていくことが期待

される．例えば，増毛20)等のように分離面の連結もしく

は座屈＝破壊を事前調査で把握し予測することは困難で

ある．しかしながら，なぜ落ち残っているのか，分離面

が分布しないのか，亀裂間隔が広いのかといった落ち残

り部分を評価することで，危険性をある程度抽出するこ

とが可能になると考えられる． 
 また，収集した52事例について，崩壊の事前予測が可

能かどうか，位置規模明瞭（○），崩壊範囲想定可

（△），想定外（×）の3段階で判定した（表-2）．主

因，伏在要因とした分離面の明瞭さが，崩壊を事前予測

するに当たって大きく影響する要素といえる．全体の約

8割が何らかの予測は可能であったが，地質の複雑な付

加体においては，崩壊位置規模を事前に予測できた例は

0件であり，評価の難しさが浮き彫りになった． 

図-3 崩壊形態模式図の凡例 

表-2 既往岩盤崩壊にみる崩壊の事前予測の可能性

滑
動
型

崩
落
型

転
倒
型

座
屈
型

滑
動
型

崩
落
型

転
倒
型

座
屈
型

滑
動
型

位置規模明瞭 4 4 0 0 8 23% 1 2 0 0 3 27% 0 0 0% 11 21%

崩壊範囲想定可 1 12 6 2 21 60% 0 3 3 0 6 55% 3 3 50% 30 58%

想定外 0 6 0 0 6 17% 1 0 0 1 2 18% 3 3 50% 11 21%

溶岩・溶結凝灰岩火砕岩 付加体

全体



 

 
 図-4 崩壊形態模式図

崩壊形態 平面すべりa 平面すべりb くさびすべりa 複合すべりa 複合すべりc

地点名 太島内Ｂ 大天狗 刀掛Ｂ えりも 北陽

モデル

崩壊状況 層理面沿いのすべり 柱状節理が連結したすべり くさび状亀裂によるすべり
斜面に平行な２方向の亀裂に
沿ったすべり

流れ盤によるすべり

主因

・細粒火砕岩における流れ盤層
理面

・褐色化した流れ盤柱状節理
・両側側方岩体の浸食・欠如
・流れ盤の分離面（柱状節理）

・２方向の流れ盤崩壊面
・片側側方岩盤の浸食・欠如

・トップリングクリープ現象 ・斜面上部の開口亀裂
・石灰岩・チャート互層のキャップ
ロック

伏在要因

・斜面脚部の浸食 ・分離面の強度低下 ・亀裂沿いの乾湿繰り返しで岩
盤劣化・強度低下

・斜面下部の鏡肌を伴う流れ盤
亀裂

トリガー

・片側側方岩体の浸食・欠如
・斜面脚部の支持力低下または
欠如
・細粒火砕岩の強度低下

・崩壊部背面の強度低下
・北海道南西沖地震(1993)

・地震動 ・地震動
・暖気による融雪水の浸透

・自重・地下水で岩盤劣化
・３週間前の記録的豪雨に伴う水
頭上昇
・斜面脚部の崖錐崩壊

崩壊形態 転倒ｃ 転倒ｄ 転倒e 座屈a 崩落a

地点名 刀掛Ａ 鷹ノ巣Ａ 越前海岸 大崩海岸 盃

モデル

崩壊状況
下部分離面に沿ったすべりから
転倒

背後の分離面形成による転倒
岩体背後の開口亀裂によりトップ
リングし転倒

脚部流れ盤によるすべり
２方向の垂直亀裂に上部亀裂が
連結した崩落

主因

・崩壊面下部の流れ盤分離面
・側方岩体の浸食・欠如

・斜面の奥に伸びる平滑な分離
面
・片側側方岩盤の浸食・欠如

・構造性節理が発達
・基部（凝灰岩）におけるオー
バーハング

・脆弱な構成岩盤 ・測面の分離面となる節理
・脚部オーバーハング

伏在要因

・崩壊面上部の受け盤分離面 ・背後におけるやや受け盤状の
不規則分離面

・岩体背後の開口亀裂の拡大・
劣化

・黒色泥岩におけるすべり面 ・斜面に平行な一部新鮮色を残
す節理
・水平な頭部亀裂

トリガー

・地震動
・岩盤下部分離面の強度低下

・岩盤背面の強度低下
・岩盤下部の支持領域の減少・
欠如

・開口部への落石落下
・亀裂面の強度低下

・旺盛な浸透水による粘土鉱物
の汚泥化
・背面亀裂の強度低下

・片側側方岩体の浸食・欠如
・分離面の強度低下
・脚部オーバーハングの進行
・岩盤上部の強度低下

崩壊形態 崩落b 崩落c 崩落e

地点名 滝の沢Ａ 川下 茂津多Ｂ

モデル

崩壊状況 高角度層理面沿いの崩落
脚部崩壊による多亀裂硬質岩体
の崩落

側面亀裂の分離による崩落

主因

・斜面に平行する火砕岩の流れ
盤状層理面

・安山岩脚部における軟質な火
砕岩の分布

・斜面に平行な褐色化した急立
流れ盤の分離面
・溶岩脚部の火砕岩後退による
オーバーハング化

伏在要因

・頭部亀裂沿いの溶食 ・脚部火砕岩の後退によるオー
バーハング化
・斜面クリープによる荷重集中

・やや新鮮な側面亀裂の分離面
化

トリガー

・層理面の強度低下 ・小崩壊による脚部のノッチ化
・地下水浸透の間隙水圧上昇で
上部岩盤亀裂伸張

・地震動
・側面亀裂の強度低下もしくは亀
裂発生
・岩盤下部の支持領域欠如

凡例



 

 

4. まとめ 

 
 過去の岩盤斜面の崩壊事例を分析することにより，崩

壊原因を洗い出すとともに，崩壊形態や地質別に調査に

おける着目点がどう異なるのかを明らかにした．また，

北海道を主とした代表的な岩盤斜面崩壊について，崩壊

時の分離面を表現した分かりやすい模式図を作成し，崩

壊形態のタイプの他に，崩壊状況，主因・伏在要因（素

因），トリガー（誘因）も併せて記載した． 
 本資料は実際に崩壊した斜面が，どういった主因，潜

在要因を内包し，どの分離面において崩壊に至ったのか

を明らかにする有益な基礎資料である．今後，同様の地

形・地質を示す斜面を新たに調査する際には，過去の崩

壊事例と照らし合わせることにより，崩壊形態の可能性

を幅広く参照し，調査における着目点の見逃しも減らす

ことが可能となる． 
今回模式化した崩壊形態について，簡単な数値解析を

併用し，現地調査と簡便数値解析による概略的な安定性

評価を密接に連携することで，潜在的な崩壊要因の可能

性を考慮した複数の崩壊シナリオの想定と，現地調査に

よる事象の確認と数値解析による危険度・安定度評価に

よる想定シナリオの棄却絞り込みが可能となり，いずれ

起きるかもしれない「想定外」要因による崩壊の発生が

現状より少しでも減らすことができれば幸いである． 
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ARRANGEMENT OF CAUSE OF COLLAPSE AND MODELING OF COLLAPSE 
FORM BY ANALYZING PAST ROCK SLOPE FAILURES 

 
Katsuhito AGUI, Masahito SHISHIDO, Syuji ANAN and Yoshihiko ITO 

 
    Considering the difference of geological features of pyroclastic rock and accretionary prism etc., the 
cause of rock slope collapses by analyzing the report and the datum related to rock slope collapses was 
extracted. Based on the results, while paying attention to the progressive factor in failures, some notes 
concerning the investigation of the slope stability were arranged. According to the detailed literature 
survey,failure phenomena were modeled after considering not only mass movement but also factor of 
collapse and the rock slope pattern diagrams including multiple separation sections were made. 
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